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SDGs未来都市こまつのまちづくり・ひとづくり vol.5

めざせ！ごみダイエット50％OFF、
リサイクル33％  

　私たちの生活にとって、切り離せない「ごみ」の問題。

　子供たちの世代、その次へと続く未来のために、今私たちがすべきことを一緒に取り

組んでいきましょう。

リサイクル率の　
調査結果

可燃ごみの調査結果

問い合わせ　エコロジー推進課　☎24・8069

　
可
燃
ご
み
の
排
出
量
は
、
平
成

20
年
と
比
較
し
て
、
令
和
２
年
度

ま
で
に
50
％
削
減
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で

に
約
20
％
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

家
庭
か
ら
の
ご
み
の
量
は
あ
ま
り

減
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
家
庭
ご
み
の
大
半
は「
生
ご

み
」や「
紙
ご
み
」で
す
。
生
ご
み

は
水
切
り
や
堆
肥
化
す
る
、
紙
ご

み
は
古
紙
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
こ
と
で
、
可
燃
ご
み
を
大
幅

に
削
減
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
令
和
７
年
度
ま
で
に
リ
サ

イ
ク
ル
率
33
％
達
成
を
目
標

に
掲
げ
、
そ
の
推
移
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
現
状
と
し
て
は
、
ま

だ
ま
だ
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

古
紙
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
・
古
着
な
ど
が
可
燃

ご
み
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
一
度
、
家
庭
で
の
分
別

方
法
を
確
認
し
、
ご
み
減
量
に

向
け
た
取
り
組
み
を
み
ん
な

で
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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小松市の可燃ごみ排出量の推移（H31.3現在）

リサイクル率（家庭からのごみ）

事業所からのごみ家庭からのごみ

20.8％
削減

18.5% 20.2% 21.5% 22.8%

目標
リサイクル率
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分
別
方
法
や
ル
ー
ル
な
ど
が
分
か
ら
な

い
と
き
に
役
に
立
つ
ツ
ー
ル
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

　
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
や
手
引
き
に
は
、

小
松
市
の
ご
み
の
現
状
や
分
別
の
基
本
ル

ー
ル
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
報
こ

ま
つ
３
月
号
配
布
時
に
、
２
０
２
０
年
度
版

ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
引
き
を
配
布

し
ま
す
。

　
町
内
会
・
老
人
会
・
企
業
向
け
に
職
員

に
よ
る
ご
み
分
別
出
前
講
座
を
行
っ
て
い

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
や

外
国
人
向
け
実
習

な
ど
、
様
々
な
シ
ー

ン
に
合
わ
せ
て
行

い
ま
す
。

　
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す

く
動
画
で
説
明
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
の

ほ
か
、
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
中
国
語
、

ベ
ト
ナ
ム
語
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
で
配
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
配
布
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
の
分
別
に
迷
っ
た
と
き
は
、
携
帯

電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
気
軽
に
検
索

で
き
る「
ご
み
サ
ク
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
３
月
か
ら
は
、
ご
み
の
収
集
日
な
ど
を

お
知
ら
せ
す
る
ア
プ
リ「
ご
み
ス
ケ
」の
運

用
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
と
て
も
便
利
な

機
能
で
す
。
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
４
月
以
降
は
外
国
語
版
も
運
用

開
始
予
定
で
す
。

①
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
、

　家
庭
ご
み
分
け
方
・

　出
し
方
手
引
き

み
ん
な
で
守
ろ
う

　
　
　
　
　ご
み
分
別

②
ご
み
の
分
別
マ
ナ
ー
講
習
会

③
ご
み
分
別
動
画

　「プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

　包
装
編
」、「
総
集
編
」

④
ご
み
検
索
サ
イ
ト「
ご
み
サ
ク
」、

ご
み
分
別
ア
プ
リ「
ご
み
ス
ケ
」

※

画
像
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

実際に出されたごみダイエット袋
（可燃ごみ）の中身を見てみよう

可燃ごみとして出されてい
たごみのうち、約14％がリ
サイクルまたは削減できる
可能性があります。

生ごみ
76％

そのほか
10％

14％

リサイクル
などが可能

プラスチック製
容器包装
5％

紙ごみ
5％

衣類 1％

食品ロス
（未開封）
3％

　汚れがあればひと洗いし、しっかりと水を切ってから
出しましょう。二重袋はやめましょう。

　市内4カ所で古着のほか、古紙なども回収しています。
①1号店　サービスセンターあしだ（芦田町2-7-1）
②2号店　小松サン・アビリティーズ（符津町念仏ケ2-7）
③3号店　松陽地区体育館（大領町な66）
④4号店　国府地区体育館駐車場（河田町ヌ18）

①新聞紙（チラシなどは取り除きましょう）
②ダンボール
③紙パック（ひと洗いし、乾燥させましょう）
④雑がみ（大きさの違う紙は、紙袋に入れてひとまとめに）

　市民団体の皆さんが、賞味期限が1カ月以上ある常温
保存食品（未開封）の回収をしています。
①第一地区コミュニティセンター
　回収日時：第1土曜日10時～12時
②小松サン・アビリティーズ
　回収日時：第3土曜日10時～12時

このマークは「プラスチック製
容器包装」の目印です。

紙ごみのうち、名刺サイズ以上の紙は
古紙としてリサイクルできます。

食品ロスをなくそう

古着はリサイクルステーションへ

た
い
ひ
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interview

国際文化交流学科

小 原  文 衛  准教授
研究分野／映画研究

映
画
は
重
要
な
歴
史
学
的
資
料

　
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
監
督
の『
ジ
ョ
ー
ズ
』（
１
９
７
５
年
）は
、

巨
大
サ
メ
に
立
ち
向
か
う
人
々
を
描
い
た
娯
楽
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
か
ら
の
政
府
へ
の
不
信
感
と
い
っ
た
政
治
学
的
な
意

味
や
歴
史
学
的
な
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
で
す
。
映
画
は
、
時

代
や
社
会
の
問
題
性
を
反
映
し
や
す
い
メ
デ
ィ
ア
で
、
私
は
、
主
に
ア
メ
リ
カ

映
画
を
対
象
に
、
そ
の
背
後
に
潜
む
歴
史
や
社
会
に
つ
い
て
の
重
要
な
意
味
を

精
神
分
析
的
方
法
で
明
ら
か
に
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。『
ジ
ョ
ー

ズ
』に
限
ら
ず
、
娯
楽
作
品
と
思
わ
れ
て
い
る
ホ
ラ
ー
映
画
に
も
、
ア
メ
リ
カ
社

会
の
問
題
や
深
層
心
理
が
内
在
し
て
い
る
の
で
す
。

　
子
供
の
頃
か
ら
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
や
精
神
科
医
の
フ
ロ
イ
ト
に
憧

れ
が
あ
り
ま
し
た
。
謎
や
怪
奇
を
理
性
的
・
合
理
的
に
解
釈
、
解
決
し
て
い
く

姿
が
と
て
も
格
好
良
く
映
っ
た
の
で
す
。
さ
ら
に
、『
燃
え
よ
ド
ラ
ゴ
ン
』や『
ジ

ョ
ー
ズ
』か
ら
映
画
に
の
め
り
込
み
、
当
初
ア
メ
リ
カ
文
学
を
専
門
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
映
画
好
き
が
高
じ
て
、
文
学
研
究
で
学
ん
だ
手
法
を
生
か
し
た
映

画
研
究
に
行
き
着
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
映
画
と
ロ
ケ
地
の
関
係
に
も
興
味
が

あ
り
ま
す
。
小
松
は「
勧
進
帳
」と
い
う
素
晴
ら
し
い
物
語
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で

す
。
映
画
研
究
の
視
点
で
作
品
が
与
え
た
影
響
な
ど
を
考
察
す
る
と
、
小
松
の

ま
ち
の
違
っ
た
一
面
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
映
画
の
ほ
か
に
、
英
語
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
趣
味
で
す
。
英
語
は
授
業

も
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
文
法
や
用
法
な
ど
を
勉
強
す
る
の
は
今
で
も
楽
し
く
、

コ
ツ
コ
ツ
や
れ
ば
結
果
が
出
る
こ
と
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
世
界
を
見
る

　
20
代
の
多
く
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
過
ご
し
ま
し
た
。
政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ（
非
政
府

組
織
）な
ど
を
行
き
来
す
る
政
治
学
者
に
囲
ま
れ
、
私
自
身
も
、
日
本
の
外
務
省

や
国
会
議
員
事
務
所
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
に
勤
務
し
な
が
ら
研
究
活
動
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
５
年
前
、
在
タ
イ
日
本
大
使
館
勤
務
時
に
発
生
し
た
ク
ー
デ
タ

ー
を
契
機
に
、
現
地
の
大
学
か
ら
依
頼
を
受
け
て
日
本
の
政
治
制
度
や
政
軍
関

係
に
つ
い
て
出
張
講
義
を
す
る
こ
と
が
増
え
、
大
学
で
教
え
る
こ
と
に
意
義
を

感
じ
て
、
教
員
の
道
に
転
職
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
政
軍
関
係
や
、
自
衛
隊
と
日
本
社
会
に
関
す
る
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
、
ポ
ツ
ダ
ム
に
あ
る
ド
イ
ツ
連
邦
軍
の
軍
事

史
・
社
会
科
学
研
究
所
に
５
カ
月
間
滞
在
し
、
現
地
の
政
治
学
者
ら
と
共
同
研

究
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
自
衛
隊
や
防
衛
問
題
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
話
題

と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
自
衛
隊
を
め
ぐ
る
日
本
の
世
論
に
特
有
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
る
課
題
は
、
実
は
西
欧
社
会
に
も
共
通
し
て
み
ら
れ
ま
す
。
様
々
な

理
論
や
事
例
を
踏
ま
え
て
世
の
中
の
事
象
を
客
観
的
に
解
明
す
る
プ
ロ
セ
ス

に
、
社
会
科
学
の
魅
力
を
感
じ
ま
す
。
小
松
に
は
航
空
自
衛
隊
の
基
地
も
あ
る

の
で
、
ぜ
ひ
小
松
で
し
か
で
き
な
い
研
究
テ
ー
マ
も
見
つ
け
、
政
策
提
言
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
自
転
車
が
好
き
で
、
市
内
の
平
地
エ
リ
ア
は
ほ
ぼ
制
覇
し
ま
し
た
。
金
沢
や

福
井
ま
で
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日
英
通
訳
を
担
当
す
る「
予
備
自
衛
官
」に

任
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
規
模
災
害
な
ど
万
一
の
際
の
招
集
に
応
じ
ら
れ
る

よ
う
、
日
々
楽
し
み
な
が
ら
体
力
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

国際文化交流学科

木 場  紗 綾  准教授
研究分野／国際政治論、
地域研究（東南アジア）

　公立小松大学には、様々な専門分野の
教員が在籍しています。どのような研究
をしているのか紹介します。
問い合わせ　公立小松大学　☎23・6600

開け！研究室のとびら
国際文化交流学部編

　近年、地球温暖化の影響による異常気象などの自然災害や、私たちの生活に密着している「プラスチック」を不法
投棄することによる海洋汚染など、様々な問題が多発しています。
　私たち一人ひとりが毎日の生活の中でできること、それは「できる限りごみを出さない工夫をすること」、そして
「ごみは適正に処理すること」です。毎日のちょっとした心掛けが、やがて大きな成果につながります。住みよいこ
まつを次世代につないでいきましょう！

Recycle（リサイクル）
再び資源として
利用しよう。

Reuse（リユース）
繰り返し使おう。

Refuse（リフューズ）
不要なものは買わない・
もらわない。

Reduce（リデュース）
ごみを減らそう。

Repair（リペア）
修理して長く使い続けよう。

きれいな地球のための
みんなの合言葉！

5R
ごあーる

3バック
すりーばっく

3キリ
すっきり

未来のために私たちができる
こと

生ごみは“土にバック”
土に返せば堆肥になります。

徹底して“紙にバック”
可燃ごみに入れず、リサイクルを。

買い物は“肩にバック”
必ずマイバックを持参しましょう。

食材は“使いキリ”
適量を購入しましょう。

食事は“食べキリ”
適量を作りましょう。

生ごみは“水キリ”
捨てる前にしっかり
水切りを。

いりません


